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日本トルストイ文献目録（一）
1886勾三（明治19年）
　森　　　膿　訳
1889隼（睨治22年）
　森　鴎外訳
三890庫（明治23年）
　植　村　正　久
　徳　富　薦　花
1891年（明治24年）
　徳　富　薦　花
1892勾三（Fリヨ学台25勾三）
　十八公子訳
　　（松居松葉）
　北　村　透　谷
　森　鴎外訳
　植　村　正　久
　森　　　鴎　外
1893勾三（膨讐7台26三1三〉
　桑　原　謙　蔵
　桑　原　謙　蔵
　不知庵虫人訳
　　（内田魯庵）
　林　廷　子　訳
　　（桑原謙蔵）
　幸田露伴。訳
「泣花怨柳北欧血戦余＆Vs（原題「戦争と平和」、その冨頭の～部抄訳）忠愛社
S月
「瑞西館に歌を聴く」（第一稿）（原題「リュツェルン」）読売新聞　簸月6N
～ 29日
「魯国の小説及び小説家」　屡眠之友74号　2月
「欧州の文学其ニ　トルストイ伯」　日本評論9号　7月
「露鼠文学の泰斗　トルストイ伯（上中下＞」国民之友95・97・98号　9・
10月
「トルストイ伯の飲酒喫煙論（上rl二i下）」国畏之友116～118号　4・5月
「黄金鳥」　囲民新聞　？～2月i1日
「トルストイ伯」平和2号　5月
「瑞西館」（原題「リュツェルン」）（ll水沫集誰所収）　7月
「トルストイの近著」　E体評論　10月
「トルストイが一著述」（「観潮縷偶記Jのうち）柵草紙35号　8月
「露醗亜最近文学の評論　其ニ　トルストイ」早稲田文学第1次第1期第33
号　2月10日
「諾西強最近文学の評論其三　トルストイの作中人物の問懸」早稲田文学
2月25日
ヂ春風裡（其1～7の中）」（原題「家庭の幸福」〉女学雑誌　4月一1894隼1
月中絶
「おひたちの言6」（原題「幼難階代」第13章まで）裏錦7～14号　5月～12月
「初陣」（原題「セヴァストーボリ」の最初の数章）国会新聞　7月16日　一　8
趨27日
　　　　　　　　　　　　79
｛体ト｝レストイ文献欝銚一）（1886－19H）　（法橋）
　＊露伴全集別巻下（岩波書店昭55．3．28，506－507ページ）によれば，f初陣」は露伴名で国会新
聞（7月16，18，19，．23，25－30，8月1－5，8，9，11－13，16－19，22，23，25－27日）に連載され
たが，もとの訳者は露伴ではなく，弟の幸田成友である．成友はその事情を自著帆人の半生承共
立書房紹23．4．25）のなかでつぎのようにのべている．「偶々語学修業のために読んだトルスト
）
イのセバストポールの英訳の一部を訳して兄に示したら，兄はそれに縦横に加筆し，「初陣」と題
して国会に載せた」（岡上書U6ページ）
　林丘子義訳　「御苑の露」裏錦　8月
　　　　　　　　「トルストイ小伝」　少年園　8月
　残　月　庵　訳　「小児と馬術の稽古」　国畏新聞　8．月20目
　不知庵主人訳　「凄涙（其1～13＞」（原題cポリクーシカ」）醜民之友199号付録～2io号　8
　　　　　　　　～12月
　田由花袋訳　『コサアク兵2（原題「コザッ偽）（世界文庫第8編〉博文館　9月
　　　　　　　　「海外思潮　科学と勤労（ゾーラ対トーストイ）」顯民之友211号　12月
　浪　華　散　人　「トウストイ伯の福音」真理49～52号　12月～94隼2月
　（丸山通一）
　　　　　　　　　「欧州に於ける徳義思想の二代表者フリテリヒ・ニッシェ
　　　　　　　　氏とレオ・トウストイ伯との意見比較」（雑記欄）心海4号　12月
1894庫（明治27年）
　　　　　　　　　「ニッシェ氏とトウストイ伯徳義思想を評す」（雑翫｝欄）　心海5号　1月
　小西増太郎　「露西亜のトルストイ」閣民新聞　1月3ff
　操岳仙史訳「二人の老翁」裏錦　1～8月
　（小西増太郎）
小西増太郎
植　村　正　久
植　村　正　久
無　　署　　名
小礪増太郎
内田魯庵訳
無　　縁　　生
　（来　　詳）
小西増太郎駅
　　u・K
（金子筑水）
「露圏思想の近況」〈上中下＞　1・3・4月
「新ユダヤ教（トルストイの宗教＞」　譲本評論60号　2月
「トルストイの立慧雄嘱　福音紙報　2月
「海外思潮　此世の天國（トーストイの新福音）」　国民之友220号　3月
「春宵夜話」（檎話滋の中の5話）　家庭雑誌　3月
「露国の哲学」　哲学会雑誌86号　4月
geめをとA（原題稼庭の幸福』〉（世界文庫第14編）博文館　5月
「トルストイ伯の宗教道徳論」六合雑誌162号（雑翻欄＞　6月（「コンテンポ
ラリー・レヴュー」誌掲載の梗概〉
「教育家としてのトルストイJ顯民新闘　6月2蝦
「靴師」（原題「愛のあるところに神あり」）　国民之友233号付録　8月
「新文豪　魯国の新文豪トオストイ」早稲田文学68・69号　7月26日・8月
10霞
　　　　　　　　　　　　80
　　　　　　　　「トルストイ伯の宗教論」心海15号　ll月
　小西増太郎　「トルストイ氏の世界観に就て」湖畔論集　ll月
1895年（ffjヨ2台28年）
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小西増太郎訳
小西増太郎
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遠山ゆき子
（国木田独歩）
学報第57号
「トルストイ伯の無為論と其批評」心海18号　2月
「トルストイ伯の宗教」六合雑誌　7月
「クレーツエロウ」（原題「クロイツェル・ソナタ」）　圏民之友　8～12月
「トルストイ伯の所謂宗教に就て」六合雑誌　12月
『名曲クレーツエロゐ（原題geクWイツェル・ソナタs）（国民小説第6）
民友社　2月
「主人と下男」　毎日新聞　2月11日～3月11繊
「宗教と徳義」　5～8月
「スレトの功麟店」（原題「スラートのカフェー」）　困民之友　6月
「トルストイ」　反省雑誌　6月
「断崖」　太陽　10月
「トルストイ翁を訪ふ」圏民新聞　10月13剛騨民之友U月号に再録）
「トルストイの芸術論」「トルストイの雷復活kについて」（東京帝顯大学に
おける講義ノートをおこしたもの）　第一書房刊「小泉八雲金集」12巻所収
1896奪～1903年，（田部隆次訳　小泉八雲「文学論」「続文学論」興風鯉946
隼に再録）
「欧州現代三文豪の人生観」　心海40号　12月
「」1人巡礼（1～3）」大ff本　1～8月
「ゾラの繊塵』の後に書す」　文芸倶楽部「雑録」欄　2月
「「めをとs（原題「家庭の幸福」〉を読みて」　婦入新報　3月
友　坂　生　「マリチク・ス・パリチク」家庭雑誌　4月
徳　富　藍　花　「5ルストイ（拾弐文豪第捨巻）盟　民友社　4月
　　　　　　　「鍛心教につき」（ニュー・センチュリー・レヴュウ）　反省雑誌（雑纂欄）
　　　　　　　8月
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1899年（明学台32年〉
牛
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樗
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内
　森　　　鴎　外
1900勾三（拶ヨ治33年）
　山縣五十雄
　千　　　　　八
　（森　　鴎　外〉
　植　村　正　久
　安孫子貞次郎訳
　田山花袋訳
1901翁三（明呂会34年）
　岸上質軒訳
　モーリス・アダム
　　　日本トルストイ文lue　9録（一）　（1886－1911＞　　〈法橋）
クレ　ストウニク　　　　　　　　なづけ
「代　子」（原題「洗礼の子」）　裏錦　IO月
「トルストイ伝補遺」　国民之友　ll月
「トルストイ家の家庭教育（上下）」　家庭雑誌　ll～12月
「トルストイ伯の書翰（トルストイのヘンリー・ジョージ説に関する意晃＞」
太陽4巻4号　4月
「トルストイ翁新美術論J　帝匡i文学雑録　7月
外ルストイの心理」心海66号　2月
「文面の裏面」　太陽（時事評論・文芸界）　4月
「トルストイ伯の平和策」（原題「平稲会議に関する書翰」「紐育インデペン
デント」より訳嵐）　東京独立雑誌　5月
「トルストイ」（「隣のたから」2回）　めさまし草巻之41　11月30日
「トルストイの博愛主義」　東京独立雑誌　1月
「心頭語」（55）　二六新報　　7月17醸
「トルストイ伯正教会を逐はる」福音新報　IO月
「人道之偉人　同胞主義の使徒トルストイ（露圏農婦の実話）（上下）」　東
京評論10・ll月
「侵入」　東京評論　10月（創刊号）　～1901隼4月
「セパストポール」（原題「セヴァストーポリ」）　菓洋戦争実記　11・12月
　　　　　　　「あはれ支那人」（原題「ある支那入に与うる書」）　1月
　　　　　　　　「トルストイとニーチェ」中央公論（反省会雑誌改題初号〉
　　　　　　　「トルストイ伯の芸術論（社説）j　園民新聞　2月24日
丹下時子訳　「うつつの夢」女学世界　4月
中　島　孤　島　「19世紀末の二大小説一トルストイ伯とニーチェ氏」　読売新聞
　　　　　　　　「人道の偉人レオ・トルストイ」　5月
　　　　　　　　「トルストイの破門」（外報欄）　六合雑誌　6月
嵯峨の麗おむろ訳　Vセパストウポルの火花」（原題「セヴァストーポリ」　太陽
西海枝　静　「トルストイを論ず」　帝園文学　IO・11月
羽　川　隠　士　「トルストイの文学観」早稲照学報　IQ月
嵯峨の屋おむろ訳　「セパストウポルの落城」（原題「セヴァストーポリ」〉　太陽
1月
4月
7月
12月
82
学報第57号
1902年（明治35年）
　上田駿一郎編　称ルストイ伯及其の家庭s　同文館　1月
　森　しつか訳　「夜と朝」（原題「復活」の一部）　小天地，、　5月
　＊＊大阪金尾文淵堂刊（明治33・IO－36・11第三巻第三号まで）　明治32・1－5「ふた葉」と
改題三号をだす．新体詩を主とする文芸誌．主幹需薄田泣董，平尾不孤，角田浩々歌客編輯明
治38年9月，啄木が盛岡にて発行せし「小天地」とは同名異誌
　斎　木　仙　酔　「トルストイの豪吟」（詩人文士評伝）f詩星文星s　所収　薪星社　5月
　長谷絹天渓　「トルストイの芸術観」早稲田学報　5　一　7月
　鴎　　水　　生　「科学的自然派の時代去り，博愛的トルストイの時代去り，野獣的マキシム・
　　　　　　　　ゴルキーの疇代来れり」　文芸界4号　6月
　内田魯庵訳「馬鹿考イワン」（原題「イワンのばかとそのふたりの兄弟」〉　学鐙　6～
　　　　　　　　11月
　　　　　　　　「トルストイ露仏同盟を罵る」　中央公論　9月
　加藤蔭士訳　俄繊悔s警醒社　9月
　紅葉山人・夏葉女史訳　「アンナカレーニナ」文藪1～6号　9月～1903年2月
　（尾崎紅葉・瀬沼夏葉）
窩　田　　脩
善　　　　　休
（内田魯庵）
「トルストイの科学説」学鐙　10月
「トルストイJ　学鐙　IOfi
「露闘文学の批難」　中央公論　11趨
1903磯三（lljヨ治36杢1三〉
　　　　　　　「ゾラの生涯とトルストイ翁の評言」　中央公論　1月
中島孤島訳「幸福（イリヤスの話）一トルストイ伯50年の祝賀」新小説　2月
　　（蔵一〉
加藤直士訳
住谷天来訳
片上　仲訳
神東　惇訳
峨宗教2　文明堂　3月
「19世紀の予奮者」　4月
「トルストイ翁の教育観」　中央公論
「貧民窟」新声　4月
駄生の意義」　経世祉　5月
「写実小説とトルストイ伯夫人」
4月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央公論　6月
島　村　抱　月　「ツリの「レサクショ為」げ滞欧文談S春陽堂朋39年7月収録）
　　　　　　　8月
梧　堂　山　人　「トルストイ著作年譜」　学鐙　9月
（内田魯庵）
無　名　氏　訳
（内田魯庵）
「復活」　　毎Eヨ新降Sj　　9月15i≡ヨ～12月　？　蓑ヨ
薪小説　7・
83
　　　　　　　　　　　B本トルストイ文献目録（一一　（1886－1911）　　（法橋）
　中　島　孤　島　「トルストイのモーパッサン論」　新小説　9・10月
　　　臓～）
　斎藤野の入　「鳴呼トルストイ伯やj膏国文学9巻10号　10月
　　（信策）
　妄　　　　人　「妄語（イプセン雷戦争と平和xyアンナ・カレーニナ3他）　万隼艸巻第9
　　（森　鴎外）
　　　　　　　　Iors
　枯川生抄訳　L人の要する土地幾許（面白きロシアの寓意小説）」　平民新聞第1号　11
　　　　　　　　月15日
　斎木仙酔訳　徽訓小説集函（「愛ある処其処に神あり」「殻粒」「黄金」「三老翁」「人闘は
　　　　　　　　何によりて生活するものなるか」〉　鶏高有倫堂　12月
　加藤直士訳　「トルストイ之人生鶴（杜翁著「人生」の訳）　警醒社　12月
lge4年（明治37年）
　無　　署　　名　「ドークホボアの話（絶対に兵役に服するを推む宗派＞」　平残薪閣第10号
　（酉摺光次郎）
　　　　　　　　1月17日
　　　　　　　　「トルストイとドルバート大学」六合雑誌　1月
　　　　　　　　「トルストイの戦争観」平民薪聞　3月13日
　姉　崎　正　治　「ロシヤの國情とトルストイ」　蒔代思潮　3月
　覆　面　論　士　「トルストイに与ふる書」　読売新｝聞　3、目
　　　　　　　　「トルストイ翁の手臨　平民新聞　5月15日
　　　　　　　　「トルストイ氏の文明論」　平鼠新聞　5月29日
　高階柳蔭訳　「捕虜の逃走」（原題「コーカサスのとりこ」）　文芸倶楽部　5月
　三　浦　浩　天　「露西亜の秘密」　文芸倶楽部　5月
　内　村　鑑　三　「無抵抗主義の教訓」5月
　剣　　　　南　「トルストイ伯のff露戦争観「火の柱SJ読売新聞　6月
　（小山田）
　円　融　生　「トルストイの小著述」学鐙　6月
　　（内田魯庵）
　魯　　　　庵　「兵器を焚きて非戦を實欝したる露礪の宗教」太陽IO巻8号　6月
　　　　　　　　「トルストイ伯の戦争観」　日露戦争実記　博文館　6月
　中　島孤島　「トルストイ伯の小説」新小説　6・8・9月
　　　（蔵一）
　二葉亭四迷訳　鴨を枕にs（原題『セヴァストーポリs＞　金港堂　7月
　曙　　夢　　生　「トルストイ伯の反動的精神」　読売親聞　7月
　（昇）
　嵯峨の蟹おむち訳　粍パストウポルの落城毒　春陽堂　7縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84
学報第57号
加　藤　直　士　「トルストイ伯の日露戦争観（付録・トルストイの時局談　倫敦タイムスの
　　　　　　　批評）s　日高有倫堂　8月
宮崎湖処子　「トルストイ伯の非戦論の責剛劇　聖書之道　8月
柳川春葉，内田旭，原田春鴻，田中花浪訳
　　　　　　　　謬セバストポールs　圏民書院　8月
　　　　　　　「トルストイ伯の戦争論」　圏民新聞8月2日
堺枯用・幸徳秋水訳　「トルストイ翁の漏露戦争論」平和薪聞第39号　8月7ff
幸　徳　秋　水　「トルストイ翁の葬戦論を評す」週刊平民新聞40号　8月14N
安　部　磯　雄　The　lnfluence　of　Tolstoi　in∫apaR　平民新聞（英文欄＞40号　8月14日
　　　　　　　「ト翁の餌露戦争観に対する反響」六合雑誌　9月
斎藤野の人　「トルストイ伯の口露戦争論を読みて環代の文明に対する彼が使命を懐ふ」
　　　　　　　雑報・トルストイ伯，トルストイ伯と我宗教界，生ける詩人の活事業，天才
　　　　　　　　なき闘民，トルストイ伯と基督教，露国のトルストイ伯，トルストイ伯，ト
　　　　　　　　ルストイ伯と民衆，トルストイ伯と科学，トルストイ伯と社会主義，　帝国
　　　　　　　文学10巻9号　9月
　　　　　　　　鉢ルストイの日露戦争論s（付録に平民新聞所載「ト翁の非戦論を評す」）
　　　　　　　平民社訳　文開堂・信陽堂　9月
　　　　　　　　「トルストイの戦争観短評（ブラック・アンド・ホワイト）」　中央公論　9
　　　　　　　　月
成　　川　　生　「トルストイ翁の戦争観」　中央公論　9月
　　　　　　　　「トルストイの鷺露戦争論」（英文）　時代思潮　9月1醸号
　　　　　　　　ヂ杜翁非戦論に対する反響」　平筏薪聞　9月11日
田ih花袋訳　簡薩克兵＄（原題eeコザックの　博文館　16月
高橋五郎訳　「杜伯品藻」（トルストイの義人物を評す〉　有倫堂　11月
　　　　　　　　「トルストイ翁の家兄の計諺　六合雑誌　11月
　　　　　　　　　　「トルストイ訪問記」学鐙　11月一1905年2月ケンウォルシイ
　　　　　　　　　訳
・ 砂丘子（内田魯庵）
山　口　孤　剣
　　　　（義三〉
　内田魯庵訳
1905隼（朋治38年）
　橋本青雨訳
大島秀蘭訳
詩「トルストイ」週刊平罠新聞　12月4El（明治文学全集83－372に再録）
「トルストイ翁の近状」平民新聞　12月18潤
「馬鹿ものイワン」（少年世界文学全集のうち〉冨山房
甥女秘（付録に「人生の意義D　金港堂　1月
「トルストイとクラポトキン」　平民親聞　1月29EI終刊号
F行者」　天鼓　2月
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El本ト，Vス　トイ文南κ目多羨（一・〉　（1886－1911＞　　　　（’i去手喬〉
魯　庵　生　訳
水田南陽訳
　　　　（栄雄〉
魯　　庵　　生
訳者（魯庵）識
内　田　魯　庵
魯　庵　生　訳
落合浪雄訳述
　幅太郎〉
「トルストイ談」学鐙　2月
「脚本　悪魔の捕虜」　甲央週報　3月
「夢に老翁ζ語る」　学鐙　3月
「社告　　「復活。舞　日本　　　3月31日
「トルストイの履活Sを訳するに就きli新聞舶本」（学鐙4月号に再録）
4月3日
「復活（1～218）」新聞「醸本」　4月5霞～12月22霞
『悲劇やみのちからs文明堂　5月
長谷川天漢「トルストイ伯の技禰げアンナ・カレニナsを読みて）　太陽　5月
内　海信之　「北光」（日露交父の秋大哲トルストイ翁を想ふ〉　白虹第1巻第5号
　（泡　沫）
　　　　　　　5月5日（萌治文学金集83－379／384に再録）
田　岡　嶺　雲　「漫月旦トルストイ伯」「bろこ雲s所収　嵩由房　6月15殿
黒　岩　周　六　「愛と恋との瀦を知れ　トルストイは尊敬すべき人に葬ず」瓢公論　7月
　（涙　香）
　　　　　　　fトルストイ伯夫入の戦争観（倫敦タイムス）」　中央公論　7月
堺　　　枯　川　し人の要する土地幾許」匿半生の墓s（創作翻訳及文集）所収　平民書房
　　　　　　　8月
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山　口　孤　剣
　　　（義　三）
宮崎湖魔子
　　　（八菖吉）
　徳　富　薩　花
1906黛（明治39斜三）
　内田魯庵訳
　宮崎湖礎子
「露国の三大平和論者」　太陽第11巻第鎗号　8月
「芸術とは阿そや（トルストイの芸徳観）」薪小説
「トルストイ　（露国）」　中学世界　9月
「トルストイ伯の近状（リテラリー・ダイゼスト〉
「ト翁の天團観」無我の愛　第7号　9月10臼
噺羽衣」（原題「人はなんで生きるか」〉
「社会主義論第11信，
9月
中央公論　9月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　火鞭1巻1・3号　9・11月
　　　　　　　　　トルストイの社会主義観一平民社諸氏との比較」　読
売新聞，（『社会主義評論s読売新聞社，明39年1月に収録＞10月lff　－12
月1帽
「科学万能主義を排す」火鞭1巻3号　1瑚
トルストイ伯の現代文萌に対する批評（倫敦タイムス〉」　中炎公論　玉弱
「与小杉天外君書」　火鞭1巻4号　12月
「トルストイJ　l2月
「イワンの馬鹿s　火鞭会（金尾文淵堂）　1月
「トルストイ伯の非戦論の緬値」火鞭1巻5号　1月
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春海浩平訳「トルストイの聖書句解」火鞭1巻5号　1月
中　里　介　山　「小さき理想」　火va　1巻6号　2月
魯　　庵　　訳　「復活抄」　文章世界　2月
河　上　　　肇　「無我愛と政治，杜翁の財ワンの馬鹿sを読む」　無我の愛17号　2月
緑　　痕　　生　「イワンの馬鹿」中央公論　2月
ちょいん生訳　「麺包～片」　中央公論　3月
平野萬里訳「楽人のおとろへ」（原題「アリベルト」　明星3号　3月
　　（久保〉
長谷川天漢「文芸と問題，隣代の終局（トルストイの論文）」太陽　3月
河　上　　　肇　「杜翁小感」　読売新聞　4月
白　柳　秀湖　「文学者としてのトルストイ」火鞭2巻2号　4月
宮　田　　　脩　「杜翁の道徳対宗教の関係に就いて」　火鞭2巻2号　4月
中　島　孤　島　「芸術とは梼そや」　火鞭2巻2号4月
安成貞雄訳　「別れ霜」（原題「三つの死」）　火鞭2巻2・3号　4月
漏白の禦入訳　「トルストイの聖書句解」　火鞭2巻2号　4月
山口孤剣訳　「鉄道入夫」（原題「現代の奴隷制度」）　火鞭2巻2号　4月
島　中　翠　湖　「乱脈なる現時の思想界J　火鞭2巻2号　4月
金　子　喜　～　「TO　LYOF　NTOLSTOI」（英詩）　火鞭2巻2号　4月
魯　庵　生　「トルストイ研究のしるべ」火鞭2巻2号　4月
柴　田　流　星　「アンナ・カレニナ』上田屋　4月
　　　　　　　「トルストイ翁の精神的革命論（フォートナイトリー・レヴュー〉」中央公
　　　　　　　論　4月
　　　　　　　「杜伯の漏露戦争観」　太陽第12巻第4号
　　　　　　　覆三大文豪渥英語青年社編輯（ゾラ・トルストイ・イプセンの英文ならびに訳
　　　　　　　注評伝）　窟閉堂十銭文庫第六　5月
河上肇・小田頼三訳　杁生の意義S　今古堂　6月
中里介山編　「トルストイ欝行録」内外出版協会　7月
古河濁流訳　「死の三個」（原題「三つの死」）　薪古文林　8月
中　島　孤　島　「仮面を脱すべき階は来れり一トルストイとゴールキイ」太陽　8月
徳　富　慮　花　「意外の厚遇（トルストイとの会見＞J　読売薪聞　8月
樗　　陰　生　「近時の翻訳書（e宇宙の謎』eアンナ・カレニナs及び無絃氏の訳詩を評
（滝　田）
　　　　　　　　す）」　中央公論　8月
　　　　　　　　「トルストイの近業訳せらる　エヒョー諺中央公論　9月
白　虹　生　訳　「鳴呼支那人」（原題「ある支那人に与うるtW」）　穎潮　9月
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鳴
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　剣　菱　訳
　百島　操訳
　有馬祐政訳
　筑山正夫訳
　徳　富　麓　花
1907二簿三（明？台40年）
　内田魯庵訳
　徳　富　薦　花
　剣　　　　菱
島
浦
波
　
路
百
松
斯
曙
山
貞
愛
操
吉
　
夢
山
荒井恒雄訳
百島　操訳
長谷川天漢
中島孤島訳
竃崎湖礎子
トムソン音羽生訳
再島冷泉訳
　　　（操）
トムソン音羽生訳
徳富麓花
神崎順一訳
葛鵬　操訳
徳富麓花
百島　操訳
　　E3本トルストイ文献闘録（一〉（1886－1911）　　（法橋）
「メレジコウスキのトルストイ論を読む」畢稲田文学　9月
「トルストイの女執事に由て記されたるトルストイ伯の日常生活」学鐙　9
月
「時代宋論」　読売新聞　9月
憾魔のたくらみ」締新報1明
「芸術論a　博文館　10月
「二人巡礼」　新人　11月
噸礼紀行s　警醒社　12月
財ワンの馬鹿（付・トルストイ伝〉』火鞭会　1月
「トルストイ爾省録」読売新聞　1月
「トルストイの沙翁論」　1月
「トルストイ攻撃」やまと新聞　1月
「トルストイ伯の家庭j　福音新報　1月
「トルストイ伯の沙翁論に就いて（1－12）」東亜之光　1～12月連載
「沙翁とトルストイ」薪公論　2月
「トルストイ翁の金言藩　太陽　2月
「トルストイ婚姻論・基督教論・芸術論」（f泰西思想の神髄（一名，大なる
思想と短き言葉）」のうち）　独立評論　2月
「ステラの茶劇　六合雑誌　2月
「悔改めたる罪人」　福音新報　2月
「トルストイ翁の沙翁論を読む」畢稲田文学　2月
「高架索の囚人」（原題「コーカサスのとりこ」）　新小説　2月
「トルストイ伯の代理者（チェルトコフ）の手翰」革命評論9号　2月25郷
「トルストイ論」中央公論　3月
「偽多き小説家～露圏第一の自由人一」　新潮　3月
杯ルストイ小説集』　中外出版協会　4月
「白粉のはげたトルストイの素顔一偽多き小説家」薪潮　4月
f文範　トルストイ翁」　文章世界　6月
f下僕の生濁　平民書房　7月
「二入巡礼j　福音新報　8月
「文範　トルストイ翁の書斎」文章世界　9月
「神の教子」　福音新報　10月
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　白　柳　秀　湖　「北欧の双星」　離愁　10月
　小田頼造訳　駄道主義s　隆文館　11月
　有　　　　　秋　「ト翁とその人生観」　二六新聞　ll月
　昇　　　曙　夢　「トルストイの口常生活」　早稲田文学　11月
　坪　内　逡　遇　「トルストイ対シェークスピヤ」早稲田文学　11月
　近松秋江訳　「生ひたちの記」新小説　12月
　昇　　　曙　夢　「トルストイ論」　露西璽文学研究　12月
1908年（明治41年〉
　木　下　尚　江
　（山　本）白　泉
　百島冷泉訳
　百島　操訳
　小松（杉？）乃帆流
曙　　　　　夢
近松秋江訳
逸見士峰訳
内　田　魯　庵
小山内　　　薫
筑山正央訳
内　田　貢　訳
　　　（魯庵）
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「トルストイ論」新天地　3月
「トルストイの芸術論」和融誌　3月
町ルストイの二人巡礼」（通俗文庫10冊のうちの5）　内外出版協会
「大悪魔小悪魔」　福音薪報　3～9月
　「メレジコーフスキーのトルストイ論」　加持世界　4月
曜露国革命の意義diを読む，」東京社会新聞　4月25田
「近代36文豪」　文章世界臨蒔増刊号　5月
「ヤスナヤ・ポリヤナの星影」皐稲田文学　8月
『生ひたちの記s（少年篇）　東京国民書院　9月
「門付」　文芸倶楽部　9月
「英仏に於ける杜翁誕生祝賀　杜翁死生観」　二六新聞　9月
「トルストイ及ge復活露著述始宋」　学鐙　10月
「トルストイの賠黒の力s（西洋近代劇の舞台面2）」歌舞伎　IO月
隈憐（原題「クva　9ツェル・ソナタ」）　昭文霊　io月
「トルストイの誕生祝賀会」　畢稲田文学　10月
f復活（前篇）s　丸善（1920黛5月金尾文淵堂より再刊）　11月
「徳富蘇峰に贈りてアンナ・カレニナの情操を論ず」文章世界　11月
「実験の信仰に就て」　東亜之光　U月
「復活（前篇）」　日本及日本人　12月1醸
「y復活』の翻訳」　新声　12月
「トルストイに就いて」　新天地　12月
「『復活』（新刊批評）」帝国文学　12月
「杜伯とその事業」　疇事薪報　12月
「復活（前篇）」　ホトトギス　1月
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　小　栗　風　葉　「復活（前篇）」　新公論　1月
　昇　　曙夢　「se歳を迎へたるトルストイ」学鐙　1月
　斎藤野の人訳　「流刑者」　太陽　1月
　羽生由玄訳　「家庭の幸福」　1月
　住　谷　天　来　「トルストイの福蒋」　1月
　上　田　　敏　「トルストイ」中央公論　2月
　徳　富　薩　花　「トルストイ訪問」（e時文軌範遇所収）　水野書店　2月
　魯　　　　庵　憾じを現はす言葉（罪と罰・復活の抄）」文章世界　3月
　（草野）柴二訳　「死」　二六新聞　3月
　　（若杉三郎）
　　　　　　　　「漫画泰西三文豪」　趣昧　4月
　　　　　　　　「復活に現はれたるトルストイの宗教」　アカネ　娃月
　曙　　　　　夢　「杜翁のゴーゴリー論」　二六新聞　4月
　百　島　操訳　鉢ルストイ小説蜘　4月
　加能作次郎「トルストイとドストエフスキー」ホトトギス　5月
　中　沢　臨　川　「レオ・トルストイ」　趣昧　5月
　秋　　　　　江　「トルストイの技巧」　文章世界薪緑号　5月
　曙　　　　　夢　「トルストイ伯に就て」　読売新聞　5月
　榎本秋村訳編　『トルストイの教訓及び其の自叙伝s　内外出版協会　6月
　　（恒太郎）
　加　藤　直　士　「ルーズベルトのトルストイ論」基督教世界　6月
　島　村　抱　月　「「復活』私議」　新潮6月
　　　　　　　　トルストイとツルゲネフの決闘」趣昧　7月
　谷　の　人　訳　「綾子」　万成新聞　8月
　神崎沈鐘訳　「人間生活」　新声　10月
　中　沢　臨　用　「レオ・トルストイ」趣味4巻10号　10月
　秋村榎本恒太郎訳　「入生の意義』（杜翁叢書第一編）　内外出版協会　10月
　秋村榎本恒太郎訳　『想神録護（杜翁叢書第二編）内外出版協会　10月
　風　　　　骨　「エドモンド・ゴッスのトルストイ論」新小説IO・11月
1910年（明治43年）
　小田頼造・金尾種次郎訳　「簡易聖書」　1月
　内　田　貢　訳　「復活（後篇）S　丸善　1月
　　　（魯庵）
　　　　　　　　f海外消患」　趣脈　　3月
　野　　　　水　「トルストイ伯u秀才文壇　3月
　H・H　　生　「レオ・トルストイの矛盾文芸講演会を聴く」　4月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90
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べ一リ　ング　「露国地主の文学談」　文章世界　4月
簿　　火　　生　「復活（後篇）」　学鐙　4月
　　　　　　　　「復活批評」　帝国文学　4月
島　村　抱　月　「復活の脚色」　新潮　4月
富士摺　游　「医学的に観たるトルストイ伯」　中央公論　6月
幹　　　　三　「海外文壇　若きトルストイとツルゲネフの争」新潮　8月
枯　　　　　柳　「杜翁最近の自己告自」　新小説　8月
　　　　　　　　「露西亜文豪分布園」　学生文芸　9月
原　田　春　鈴　ヂ鴎外森博士と語る」　毎日電報（日曜附録）　10月9日
　（森　鴎外）
ヘンリー・ヂョーヂ　「海外文壇　トルストイ訪問記一日本よりの帰途」新潮　10月
児　島　貞　訳　晒と煙草翻　東京独立出版社　10月
加　藤　直　士　「杜翁の失踪に就て」　基督教世界（？）11月
水　野　葉　舟　「海外文壌履活diを読みて」　新潮　11月
曙　　　　　夢　「杜伯と現代文学」　露西亜文学第2号　11月
（三　浦）天　民　「トルストイの死」　朝醸薪聞　11月
　　　　　　　　「杜翁の隠遁」　万朝報　ll月
　　　　　　　　「杜翁の隠遁」　濁民新聞　11N
モリスベーリング　「トルストイとツルゲネフ」（上）　日本及EII本人　11月
流　　影　　生　「杜翁を弔す（社説）」　読売料聞　ll月19日
内田魯庵（談）「杜翁の二大事件」　国艮新聞・11月19日
島　村　抱　月　「トルストイ芸術及思想」　読売薪聞　11月27日
嵯峨舎，長江，尚江，鼎浦，観潮，直士，曙夢
　　　　　　　　「トルストイ観」　教文評論　12月
昇　　　曙　夢　「トルストイ伯を偲ぶ」　中央公論　12月
瀬　沼　夏　葉　「アンナ・カレニナの一節」読売新聞日曜付録トルストイ号　12月4日
植　村　正　久　「トルストイ伯」福音薪報　12月
曙　　　　　夢　Fトルストイの逸話」　毎日電報　12月
　　　　　　　　「逝ける杜翁」　新小説　12月
生　方　敏　郎　「ト翁逝く」　青黛　12月
米川正夫訳　「教育漫言（トルストイ）」配者「露西亜より」「アネクドート」「y戦争と平和」
　　　　　　　梗概」ヂ田園の歌」「村の三臓」「最初の言己憶」「トルストイ訪問記（モーシK
　　　　　　　　ン）　露西亜文学（トルストヴ配念号）　12月
　　　　　　　　「トルストイに就て　病床のト伯」読売新聞　12月
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　　　　　　　　「トルストイ近什数篇」昇曙夢訳「トルストイ書簡二期」「トルストイ著作に
　　　　　　　　関する統計J「トルストイの計に就いて」　早稲田文学　12月
　高　安　月　郊　ヂ悲劇としての杜翁」　時事新報　12月
　内　村　鑑　三　「トルストイ翁を弔ふ」
1911無三（明治445三）
　昇　　　曙　夢　罫偉人トルストイ伯」（付録にトルストイ著作奪表，著作統計あり）　春陽堂
　　　　　　　　1月1日
　円　山　賢　次　「ト翁に関する狭い遽懐」　文章世界（増刊黄鳥号）　第6巻第1号　1月
　中　沢　臨　川　「閣と光一杜伯のことども」　畢稲田文学　1月
　　　　　　　　「逝けるトルストif　」（文芸消息）　早稲田文学　1翔
　高瀬武次郎　「道家の徒と儒家及び老子とトルストイ」（「道教管見」のうち）　東亜之光
　　　　　　　　1月
　　　　　　　　彙報「トルストイ伯逝く」東亜之光　1月
　柳　　　宗　悦　「杜翁が事ども」　白樺　1月
　上　田　　敏　「レビンのトルストイ」芸文　1月
　爾田幾太郎「トルストイに就て」芸文　1月
　田　山　花袋　「トルストイの死」文章世界　1月
　幽　　　　芳　「トルストイの死」毎ヨ電報　1月
　曙　　　　　夢　「杜翁の後の事ども」　国民新聞　1月
　（小　島〉鳥　水　「トルストイと冬の自然」　読売新聞　1月
　犀　　　　　花　「逝ける杜伯」　読売新闘　1月
　　　　　　　　「トルストイの基督教」宗教及び文芸　1月
　曙　　　　　夢　「逝けるトルストイ」　時事薪報　1月
　（児　玉）花　外　「基督と杜翁」　時事新報　1月
　金　子　筑　水　「トルストイの追想」太陽（「明治文学全集SO」（筑摩書房）所収＞　2月
　真　山　青　果　「脚添　文明の結果」　文芸倶楽部　2月
　一　筥　栄訳　「三つの死」　芸文　2月
　無　　名　　氏　「椋鳥通信（杜翁最后時分の電報）」。．．スバル　2月
　　　（鴎外）
　＊＊＊　偉大な作家にふさわしい庫譜というものは，それを読むものの立場からいえば，せい
ぜい履歴書の程度にとどめるか，さもなくばR々の日記のごとく際限なく変化連動するものであ
ることがのぞましい．トルストイにっいて，わが陶で，この模範をふたつながらに示したのは森
鴎外であった。
　1899年に37歳の鴎外は「隣のたから」でトルストイをとりあげ，作品の短評を主とする私家版
トルストイ著作年譜とでもよぶべきものを作成した．あえて私豪販とここでいうのは，鴎外の文
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学的出発からして，とくに嚇女隔執筆前後の時期，およびのちの大逆事件審理との関係において，
深く主体的にトルストイの諸作晶と交渉をもってきた経過があり，それがはからずもまずここに
浮上したからである．しかもそれは鴎外の秘めたる生き方そのものにかかわっていた．鴎外はト
ルストイ文学の怒れる力の源泉にふれて，それが生涯にわたる鴎外自身の履歴をも規定するかの
ように，ただひとつの視点から強い押しだしで書いている．
　その鴎外が1909年1月から1913黛12月までつづいた「昴」に「椋鳥通儀を欠かさず寄せた。
こ 喉は，かつて十年箭の「隣のたから」の形をかえた続篇とみるべきではなかろうか．外国発通
　　　ノ
儒文の形式は，先進国の社会生活に生起する文学（者）や芸術（家）について，最新の情報を提
供するとともに，それらを現象学的な取捨選択において，いささかの私情なしに並べてみせたか
にみえる．だが全55圓の通信中，トルストイにかんする最後の一年と死後の記事とが89項目を占
めていて，その異例さはまさに鴎外のトルストイへの熱い注閣を語る以外のなにものでもなかっ
た．
　そればかりではない．1909年8月6日までと，1911年3月4田以後の通信文には，すべてかな
らず通信礒（発信醸）が末罷に配載されているのだが，その閲，5圓の通信文だけには，信じが
たいことだが，通儒鶏が欠落してしまっている．この蒔期，鴎外はまた大逆事件の渦中にもあった．
獄中の秋水をみるように，鴎外はトルストイの死の予感にとらわれて，日常平生の慣轡を逸した
のであろうか．この5回分，半年たらずの通信に，トルストKにかんする報道が38回もあがる．
1顕分に3度あがる日もあった．ゆるされるならば，日に時間をきざんでも，鴎外はトルストイ
最後の奪譜を書こうとしたのだろう．
　こうした鴎外の，唯一トルストイにかんする異例にして異常な関心のありようは，ここだけに
とどまらぬ勢いでつづいている．通儒文としては，いくらか記事から逸脱していることを鴎外は
その他のところでも書いた．その書き方が，また常規を逸したまま通している．たとえば
　　　一九一〇奪照月十三鐵発揺一一「フランスのアカデミイのVico狙te　Eug蕊e　MeichiQrde
Voglieがパリで六十一歳で亡くなった。トルストイやドストエウスキイをフランスに紹介した人
である．Jean　d’Agrbveといふ小説も書いた．」
　　　一九一一黛十二月二十五繍発信一「トルストイ，ビNルソン，フオンタァネ，皆好い娘
を持ってゐた．」
　　　一九一二年五月二日発信一「外国旅行をして帰り掛かったMereschkOwsldはWirbal－
lenで荷物を調べられて，「アレクサンデル帝諺の原稿とトルストイの諸著作とを押収せられた．」
　小説の頭になりそうな，こうした記事の逸脱性は，鴎外にとって，やがて史伝物へと発展して
いく璽要なひとつの契機となったと推測してもよいだろう．鴎外がトルストイの場合にみせた懸
鳥通信」における異常さや逸脱こそ，彼が伝記や年譜といったたぐいの対象に執着するさいのい
つわらざる歴史的姿勢といえようか．
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　ともあれ，本当のトルストイの年譜を書くためには，鴎外がみせたほどのしんからの打ちこみ
がたえず内的に要求されるはずである，その生について，その文学について，トルストイは鴎外
にとっての羨望であり，また強力な磁場をもってひきつける鉄の鏡でもあった。わたしがここで
はたしえなかったトルストイ最後の一年についての詳報は，「椋鳥通信sの通信日なしの通信文
を参考にされたい．
　　　　　　　　「ロシアより」　露西亜文学　2月
　諸　　　　家　「偉人トルストイN　学生文芸　2月
　近　松　秋　江　「杜翁に就ての感想二三」　学生文芸　2月
　記　　　　　者　「トルストイ翁の隠遁事情と臨終」　国罠新聞　2月4日
　青　木　精　一　「杜翁大観」　2月
　田　波　御　白　「杜翁小錨」　東亜之光　2．3月
　島　村　抱　月　「トルストイの教訓劇と悪魔」東亜之光6巻3号　3月
　昇　　曙夢　「チエホフとトルストイ」露西亜文学　3月
　（中村）星　湖　「トルストイの恋」読売穎聞　3月
　寵　　　　者　「トルストイの書翰」朝日新聞　3月
　柳　　　　水　「トルストイ作欄の力』の成立」劇と詩　3月
　相　馬　生　訳　「トルストイの臨終」大阪講壇　3月
　竹友藻風訳「イワン・イリッチの死」基督教世界　3月
　川島風骨訳　「無宿者」　学生薪芸　4月
　長　沢　武　雄　「19ユ0年のロシア文学」　露西鍾文学　4月
　鴎　　　　　南　「暗黒の力」　歌舞伎　4月
　　　　　　　　「トルストイと山上の垂訓」宗教及び文芸　4月
　吉　山　趣　光　「活動写真のgeアンナ・カレニナS」　歌舞伎第131号　5月
　広　政　正　夫　「トルストイの噛の力S」（欧州劇壇通信）　早稲田文学　5月
　　　　　　　　「トルストイの書翰J　露繭亜文学　5月
　無　　名　　氏　「名文評釈　暗黒のカ　　トルストイ」新潮　6月
　　（内田魯庵）
　　　　　　　　「トルストイの書翰（つづき）」露西亜文学　6月
　大　住　　　舜　『性慾論s　精神修養社　6月
　久須美幸松　「トルストイの晃たる男女の関係」早稲田文学　6月
　田　中　王　堂　「トルストイの絶対主義を論ず」げ丁酉倫理会倫理講演集a所収，のち噛
　　　　　　　　人主義s下巻へ収録）
　相　馬　御　風　「偉大なる人絡，力ある描写一トルストイの「アンナ・カレンナお　新潮
　　　　　　　　　7月
　アアサア．シイモンズ　「露西亜魂・ゴルキイとトルストイ」帝困文学　7月
　　大貫贔絹訳
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山　本　迷　羊　「トルストイの書簡」帝国文学　7月
小　林愛雄　「トルストイの批判」帝隅文学　7月
昇　　　曙　夢　「ト伯邸宅の翼上」　読売新聞　7月
土　岐　哀　果　「1910隼の夏の［ヨ記より」　秀才文壇　7月
　　　（善麿）
生田長江訳　『トルストイ語録露玄黄社　9月
砂　邸　子　訳　「人間の要する地面幾許ぞ」　9～12月
　（内田魯庵）
平野臥龍訳　「ある少年との対話」　文章世界　10月
平野臥龍訳　「男女両性観」　文章世界　10月
坪　内　逡　遥　「教化機関としての演劇」　早稲田講演　11月
　　　　　　「耶蘇の教理」　新隣代　11月
昇　　　曙　夢　「書簡に現はれた杜翁の内生活」　読売断聞　11月
　　　　　　　「生と死」　文章世界　12月
　　　　　　「杜翁の「kliきた屍』著作権問題の解決」　12月
中　沢　臨　川　「闇と光」　早稲田文学
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